
 

２０２２年１月 富山教区・富山別院 行事予定 

日 曜 本山・教区・連区研修会・諸会議日程  ◎別院関係  【 】講師 会 場 

 １ 土 
◎初参り・初鐘の集い  
年末年始事務休暇（～1 月 7 日） 

 

    
 8 土   
 9 日   
10 月 成人の日（祝日）  
11 火   

12 水 
14：00～ 『如大地』編集会議 
◎先門首御命日逮夜 13：30～ 

東別院会館 
富山別院本堂 

13 木 
14：00～ 教区門徒戸数調査委員会 
16：00～ 教区会参事会懇談会 
◎先門首御命日晨朝兼日中 7：00～  

東別院会館 
   〃 
富山別院本堂 

14 金 ◎開基上人御祥月命日逮夜 13：30～    〃 

15 土 
〃        晨朝 7：00～  
〃        日中（御忌法要）10：00～【北島 昭彦輪番】 

   〃 
〃  

16 日   

17 月 14：00～ 解放運動推進協議会 東別院会館 
18 火   
19 水   
20 木 13：30～ あいあう会 東別院会館 

21 金   

22 土   
23 日   

24 月 ◎蓮如上人御命日兼法然上人御祥月命日逮夜 13：30～ 富山別院本堂 

25 火 
◎蓮如上人御命日晨朝兼日中 7：00～ 
◎法然上人御祥月命日日中 10：00～  
15：00～ 第９組 組会 

   〃 
   〃 
第９組内 

26 水   

27 木 
14：00～ 第１０組 組会 
◎宗祖親鸞聖人御命日逮夜 13：30～ 

第１０組内 
富山別院本堂  

28 金 
◎         〃     晨朝 7：00～ 日中 10：00～  
14：00～ 第１１組 組会・組門徒会 

   〃     
第１１組内 

29 土     
30 日   
31 月   

 
◎ 教務所・別院事務所事務休暇のお知らせ 
   

下記のとおり、事務休暇とさせていただきます。ご迷惑をおかけしますがご了
承ください。速やかに対応が取れない場合がありますのでご承知おきください。 

   [ 年末・年始休暇 ] １２月２９日（水）から１月７日（金）まで 
▽ 緊急連絡先  教務所携帯  ℡（090）3886-1950 

富山別院宛  ℡（076）466-3669（井上会計自坊） 
▽ 弔詞・御香  寺族・総代用の弔辞・御香を組長宅に仮渡をしております。 
 
 
 

 富山教務所だより  ２０２２年１月 
 

富山教区・富山別院教化テーマ≫ 「なむあみだぶつ」を訪
たず

ねませんか？ 
 

◎慶讃法要テーマ周知用 懸垂幕等設置のお願い  
先月、お知らせしましたとおり、慶讃法要テーマである 

「南無阿弥陀仏 人と生まれたことの意味をたずねていこう」 

を広く周知するため、富山教区オリジナルの懸垂幕（下部に 

寺号入り）の設置を計画いたしました。 

各寺院におかれましては、慶讃法要テーマ周知用『懸垂幕』 

（向拝柱もしくは本堂内柱に固定）あるいは『タペストリー 

（たれまく）』（本堂内壁等に掛ける）を設置くださいますようお願いいたします。 

なお、ご提出いただけていないご寺院は、２月１５日（火）までに教務所へアン

ケート用紙をご返送ください。また、懸垂幕の幅は３５センチですが、どのサイズ

の柱にも設置可能です。（別紙参照）すでに、タペストリー希望で回答された御寺院

で『懸垂幕』に変更される場合は、教務所まで電話等にてご連絡ください。 

  
 
 
 
 
 
 
  
   

◎ 親鸞聖人御旧跡参拝奉仕団にご参加ください。（再募集） 
４月に、同朋会館主催による比叡山延暦寺の御旧跡を訪ねる奉仕団を実施します。

宗祖の歩みを辿ることによって、あらためてご生涯と教えに学び、真宗門徒として

の歩みを確かめてまいります。 

有縁の方をお誘いあわせ、ぜひご参加ください。申込、詳細は宗派ホームページ

研修部同朋会館に電話（075）371-9185 にてお問い合わせください。 

 ❖ 期 間 ４月１５日（金）～１７日（日） ❖定員 ５０名   

 ❖ 締 切 ３月７日 

 ❖ 冥加金 23,000円 お米 2㌔又お米代 1,300円（御旧跡参拝参加費含む） 

 

◎ 門徒戸数調査にも必要となる責任役員・総代選定届をご提出ください。 
２月１日実施の門徒戸数調査には責任役員・総代各１名以上の署名・押印が必要

です。責任役員・総代届未提出、任期満了の寺院は、早急に教務所までお届けくだ

さい。（郵送可。必ず自署・押印願います。朱肉を用いた印鑑にて捺印ください。） 

選定届用紙は、教務所又は宗派ホームページ ☛ 寺院の方へより入手ください。 

〈法要ロゴデザインに込めた願い〉 

このたびの慶讃法要は、親鸞聖人がお生まれになり（御誕生）念仏の教えを顕かにしていただ

いた（立教開宗）ことを慶び、次世代に教えを相続していかねばならんという使命感に立ち上が

る機縁とする法要です。 

そこで、『御誕生』と『立教開宗』の二にして一の事柄であることを表現すべく、宗祖親鸞聖

人御誕生 850 年・立教開宗 800 年の２つの〈８〉の字をくみひものように繋げました。 

また、薄いピンク色は、法要が厳修される春の季節・御誕生のイメージを表現しています。 



 

◎ １２月８日に内局巡回を実施しました。 
  １２月８日に富山商工会議所において、役職者（宗会議員、教区会議員、教区門

徒会員、教区教化委員会小委員会幹事、教区坊守会役員）を対象に内局巡回（出向

者：望月慶子参務、徳永誠宗務改革推進本部参事、白河祐亮同次長）を実施しまし

た。望月参務からは、内局として本日のご意見等を深く受け止めさせていただきま

した。今後、丁寧かつ慎重な議論を重ね、着地点を明確にして来年度あらためて巡

回を行いたい旨の閉会挨拶をなされました。 

なお、当日いただきました主な意見・質問を列記します。 

[主な意見・質問] 

・２０２８年度より経常費御依頼について、門徒指数を元に教務所を介さず本山が直接

徴収するように計画されている。一方門徒戸数調査について公正・公平・透明性が担

保されていない状況の中、門徒戸数調査にもとづく御依頼は時期尚早ではないか。 

また、内局案では、本山において収納業務他、現在の教務所事務の大半を処理する

案が示されている。そうなると教務所機能をもたせる支所を置く必要がなくなる。 

さらには、いずれ本山からの交付金、助成金はなくなり、教区にとっては不都合な

ことばかりが残る。この改革案を進めるのであれば、そもそも教区改編をする必要は

ないと思われるがどのように考えておられるのか。 

・宗務改革案では、相続講（院号・収骨）と切り離して、懇志ではない門徒会費のよう

なものにしようとしている。経常費御依頼を現行の宗費賦課金のように義務化しよう

とされているのか。また、教区や組の経費は交付金に依存してきたが、交付金が廃止

されることになれば、宗派として金員は徴収するが、それぞれの教化活動費は自分た

ちで用意しなさいということか。教化活動をすればするほど寺院の負担が重くなると

なれば、どれほどの寺院が熱意を持って教化活動に取り組むと思っているのだろうか。

本山経費の財源確保のみが語られるが、地方の教学・教化業務経費確保への言及がほ

とんどないのでは、地方の教学・教化に対する責任放棄ではないだろうか。そのあた

りどのように考えておられるのか。 

・収入が減っていくから宗門全体を縮小していくような説明だが、収入を増やそうとし

ていこうと、前向きな考え方は出来ないのか。 

・人の誕生と場の創造とあるが、どのように人が誕生してほしいのか。場の創造にして

もどのような場なのか、具体的に表現（提示）されていない。 

・地方において、必ずしも教化体制が確立、充実しているとは言えない状況の中、すべ

てを地方に譲渡することは時期早尚。これまで、中央主導で人材が育成されてきたが

これ無くすことになれば、教団がバラバラになるのではないかと危惧する。 

・男女共同参画推進について、住職と坊守が対等な関係にない。組会とか教区会に坊守

も出ることができる仕組みが必要。機構制度から考えていかなければならないが、そ

の姿勢が見えない。 

・御依頼割当基準の明確化とあるが、明確化とはどのようなことを指しているのか。 

・まず中央から改革し、その結果を検証した上で、教区や組や各寺院の状況を勘案しな

がら、丁寧に進めていくという手順は考えられないのか。 

◎ 研修会を実施します。ご予定ください。 
  下記のとおり、研修会等を開催します。詳細は同封案内チラシ等をご参照ください。 

❖ 帰敬式学習会 ❖ 

  ・日 時 3 月 9 日（水）14 時～17 時 

・場 所 富山別院本堂ほか 

  ・講 師 髙桒 敬和氏（金沢教務所長） 

・対 象 住職・門徒 

  ・内 容 第１部：講義・質疑・座談  

第 2 部：模擬帰敬式 

❖ 富山教区収骨団体参拝奉仕団 ❖ 

・期 間 3 月 15 日（火）～16 日（水） 

・行 先 真宗本廟同朋会館、大谷祖廟 

・内 容 真宗本廟奉仕をとおして寝食を共にし、念仏の教えを聞き真宗門徒の 

     生活を習う。さらに真宗本廟収骨又は大谷祖廟納骨、帰敬式を受式する。 
 

❖ 得度必須研修会 ❖ 

  ・期 間 3 月 30 日（水）～31 日（木）宿泊はありません。 

  ・場 所 東別院会館 

※得度を希望される方は、必ず本研修会並びに得度必須事前研修会（3月 23日 

14時～17時）を受講してください。未受講の場合は得度考査を行いません。 

 

❖ 秋安居 ❖ 

  ・日 時 4 月 12 日（火）14 時～17 時 / 13 日（水）14 時～16 時 30 分 

  ・場 所 富山商工会議所ビル １０階 大ホール 

  ・講 師 延塚 知道氏（講師・大谷大学名誉教授） ・講本 『大無量寿経』  

※講録（3,080 円）は当日頒布しません。事前に購入の上、ご精読の上    

出席ください。事前学習会（講録 輪読会）にご出席ください。 

❖ 秋安居事前学習会 ❖ ご一緒に講録を輪読しましよう。 

 ・日 時 3 月 2 日（水）、10 日（木）、1８日（金）、23 日（水）、4 月 7 日（木）

いずれも 14 時～15 時 30 分 ※3/16→3/18に変更しました。 

 
◎ １月３１日をもって下部返信用付封筒を廃止します。  

これまで、『教務所だより』を富山教務所宛（送料弊所負担）の封筒としてご利 

用可能な封筒にて発送しておりましたが、都合により１月３１日をもって廃止しま

す。ご不便おかけしますが、年に数回返信用封筒を同封しますのでご容赦ください。 
 

❖ 住職就任 ❖ 

次の方が住職に就任されましたので、ご披露申し上げます。 

第１０組 正覺寺 犬島 久世 氏 （２０２１年１２月１３日） 

 

 【同封書類】 ① テーマ周知用懸垂幕設置について ② 帰敬式学習会案内 ③ 収骨団体参拝案内 

④ 得度必須研修会案内 ⑤ 秋安居開催案内 

 


